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の脳室内に放射性 p ーチラミン， ドーパミン，ノルアドレナリンあるいはセロトニンを投与し，投与
後30分で脳をとり出し， トリクロル酢酸中でホモジネートとし，遠沈して酸可溶性分画をえた。この
分画から放射能を指標にし， Dowex50 , Amber lite IR -120 , Dowex 1 わよびエステル化したAm
Amber lite CG-50を用いてイオン交換クロマトグラフィーを行ない，放射性y- グルタミルアミン
-101ー
を精製した o Yーグルタミルドーパミンの精製は，脳を硫酸ーアルコール中でホモジネートとし，遠




に 2 )イオン交換クロマトグラフィー， 3) 1，戸紙クロマトグラフィー，および 4 )高圧j戸紙電気泳動
上の性質が合成品のそれと一致することによって行なった。
y-グルタミルアミンの生合成 :y- グルタミルアミンの生合成に関与する酵素として y- グルタミ




体にした場合とアミノを受容体にした場合の活性を比較した結果，後者は前者の 1 /20~ 1 /100 程度
の活性であった。
yーグルタミルアミンの代謝 :γーグルタミルアミンの代謝分解に関与する酵素として y- グルタミ






における y- グルタミルアミンの分解はy- グルタミルアミノ酸にくらべて比活性では 1 /20~ 1 / 100 
であった。
〔まとめ〕
(1) ラットの脳室内に放射性 p ーチラミン， ドーパミン，ノルアドレナリンおよびセロトニンを投与
し，これらのアミンがγ- グルタミル化をうけることを証明した。
(2) y- グルタミルアミンの生合成に関与する酵素としてy-グルタミルトランスペプチダーゼが関与
していることを証明した。
(3) 脳にわける γーグルタミルアミンの代謝分解に関与する酵素はγーグルタミルシクロトランスフエ
ラーゼであることを明らかにし，さらに脳の場合と腎の場合とでは異なる酵素で分解されることを示
唆する知見をえた。
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論文の審査結果の要旨
この研究は，脳内芳香族アミンである Pーチラミン，ノルアドレナリン， ドーパミン，セロトニン
が脳で、γ-グルタミル化をうけることを明らかにし，更にその合成酵素並びに分解酵素についても実
験的検討を加えたものである。
神経伝達物質候補としてこれらのアミンの，脳における動向の，一つの新しい側面を開拓したもの
として，この研究は評価される。
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